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1.目的 

軟体動物の貝殻は殻の形が様々であるが、内部の微細な構造も種類によって

違う構造となっていることが知られている。様々な種で微細構造の研究が行わ

れており、岡山県笠岡市で採集出来る貝殻の構造についてデジタルマイクロス

コープや走査型電子顕微鏡を用いて観察する。 
 
2.実験方法 

２０２５年８月に岡山県笠岡市で採集した数種類の貝殻を表面が見えやすい

ように湿式高速切断機にて加工した後、デジタルマイクロスコープを用いて複

数の倍率で観察した。その後、ハイガイに着目し走査型電子顕微鏡(SEM)で観

察し、元素分析を行った。 
 
3.結果及び考察 
貝殻の加工の難しさや表面の凹凸の複雑さなどによる観察の難しさ、微細構

造の種類の判別の難しさなどから、スガイの殻口の内側の真珠構造以外の微細

構造の種類の特定は出来なかったが、種類や場所により異なる微細構造がある

ことが確認できた。貝殻は強度や形成に至る過程でのコストなどから種類や場

所ごとに微細構造を変えていると推測される。また、一部の箇所には殻の模様

とは異なる色となっている箇所もあり、鉄や海藻と思われる物質が付着してい

ると考えられる。 
  



 
 
 
 
 
 
 

殻口(外側) 140 倍         殻口(外側) 400 倍 
 
 
 
 
 
 
 

 
殻口(内側) 140 倍         殻口(内側) 2500 倍 

図 1 イシダタミ(Monodonta confusa ニシキウズ科)のマイクロスコープ写真 
 
 
 
 
 
 
 

 
殻口(外側) 140 倍         殻口(外側) 350 倍 

 
 
 
 
 
 
 
   殻口(内側) 140 倍            殻口(内側) 350 倍 
図 2 イボニシ(Thais clavigera アッキガイ科)のマイクロスコープ写真 



 
 
 
 
 
 
 
    螺管(表) 140 倍          螺管(表) 350 倍 
 
 
 
 
 
 
 
    螺管(裏) 140 倍          螺管(裏) 350 倍 
図 3 オオヘビガイ(Serpulorbis imbricatus ムカデガイ科)のマイクロスコープ写真 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



 
 
 
 
 
 
 
   殻口(外側) 140 倍         殻口(外側) 350 倍 
 
 
 
 
 
 
 
   殻口(内側) 140 倍         殻口(内側) 1500 倍 
 
 
 
 
 
 
 
 
   殻頂付近 50 倍           殻頂付近 140 倍 
図 4 スガイ(Lunella coreensis リュウテン科)のマイクロスコープ写真 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



 
 
 
 
 
 
 
外面(腹縁) 放射肋 350 倍      外面(腹縁) 放射溝 140 倍 
 
 
 
 
 
 
 
 
  外面(腹縁) 140 倍          内面(腹縁) 140 倍 
図 5 ハイガイ(Tegillarca granosa フネガイ科)のマイクロスコープ写真 
 
 
図 6 にハイガイの SEM 画像、図 7 にその分析結果を示す。元素解析の結果

より、貝殻の主成分は炭酸カルシウムであることから Ca が突出して多くなっ

ているが、Fe や Si、Na などその他の元素も含まれていることがわかった。炭

酸カルシウム以外の元素では、Fe や Al が確認されることから、形成過程で海

水や海底の砂だけでなく、鉄やアルミなど周辺のあらゆる物質を取り込んでい

ると思われる。 
                      

 
 
 
 
 
 
 
 
外面(殻頂・放射溝) 200 倍       内面(殻頂) 200 倍 



 
                      
                      
 
 
 
 
 
外面(腹縁・放射溝) 200 倍     外面(腹縁・放射肋) 200 倍 

 
 
 
 
 
 
 
 内面(腹縁・放射溝) 200 倍 
                       
 
 
 
 
 
 
 外面(腹縁・放射溝) 1000 倍     外面(腹縁・放射肋) 1000 倍 
 
 
 
 
 
 
 
 
 内面(腹縁・放射溝) 1000 倍      内面(腹縁・放射肋) 1000 倍 

図 6 ハイガイの走査型電子顕微写真 
 



 
外面(殻頂) 

 
内面(殻頂) 

 

 
外面(腹縁・放射肋) 

 
内面(腹縁・放射溝) 

図 7 ハイガイの各部位の元素分析結果 
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